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東北大学災害科学国際研究所

多賀城市

このたび、東北大学災害科学国際研究所・多賀城市は、国内外の防災・減災意識向上

と震災教訓の伝承を目的に、「東日本大震災アーカイブ 語り部シンポジウム かたりつぎ

～朗読と音楽の集い～」を下記のとおり開催いたします。 

「かたりつぎ」は、2012 年 3 月から毎年開催し、本年で 10 回目となります。東北大学アーカ

イブプロジェクト「みちのく震録伝」で収集した東日本大震災の証言を編集した文章を、俳優

の竹下景子さんが音楽とともに朗読します。多くの方に実際の体験が語り継がれ、今後の防

災・減災教育につなげることを目的としています。学識者による講演や「みちのく震録伝」の

取り組みの報告も行います。 

当日はご取材いただき、紙面、番組等で紹介いただきますよう、よろしくお願いいたしま

す。ご取材希望の報道関係者の方は、下記お問い合わせ先までお申し込みください。 

記 

日 時：2021 年 3 月 6 日（土） 14 時 00 分開演（開場 13 時 00 分） 

会 場：多賀城市文化センター 大ホール 

    （〒985-0873 宮城県多賀城市中央 2 丁目 27−1） 

主 催:多賀城市、東北大学災害科学国際研究所、かたりつぎ仙台実行委員会 

入場料:無料（要申込み・全席自由） 

「かたりつぎ〜朗読と音楽の集い〜」開催のお知らせ 

【問い合わせ先】

東北大学災害科学国際研究所 情報管理・社会連携部門 災害アーカイブ研究分野 

担当：柴山・小野

電話：022-752-2099（研究室） 090-7663-4102 （小野） 



「かたりつぎ」〜朗読と音楽の集い〜  

 
【開催概要】 
日 時：2021 年 3 月 6 日（土） 14:00 開演（開場 13:00）16:00 終演予定 

会 場：多賀城市文化センター（宮城県多賀城市中央 2 丁目 27-1） ※500 席 

主 催：多賀城市、東北大学災害科学国際研究所、かたりつぎ仙台実行委員会 

後 援：宮城県、岩手県、福島県、仙台市、石巻市、東松島市、釜石市、遠野市、大槌町、

浪江町、多賀城市教育委員会、(公財)仙台市市民文化事業団、河北新報社、朝日

新聞(株)仙台総局、毎日新聞社、(株)読売新聞東北総局、産経新聞社東北総局、

ＮＨＫ仙台放送局、ｔｂｃ東北放送、ミヤギテレビ、仙台放送、ＫＨＢ東日本放送、エ

フエム仙台 

協 賛：積水ハウス（株）、凸版印刷（株）、日本総合システム（株） 

入場料：無料・要入場券・自由席 

応募方法：往復ハガキによる応募のあと抽選（詳細はチラシ裏面） 

応募締切：2021 年 1 月 31 日（日）必着 

抽選結果：2 月上旬、返信用ハガキで通知 

 

【出演者・プログラム】      

（Ⅰ部）挨拶：多賀城市長  

講演：志賀野桂一（東北文化学園大学特任教授） 

   「多賀城の今昔」 

報告：柴山明寛（東北大学災害科学国際研究所准教授） 

   「みちのく震録伝の取り組み」 

合奏：塩釜コカリナ合奏団 

 

 

（Ⅱ部）かたりつぎ    

朗読：竹下景子（俳優） 

演奏：高塚美奈子(piano)、アナンディン・バヤラト(馬頭琴) 

演出：加川広重作・巨大水彩画やアーカイブ写真を使用 

  証言編集：水月りの 

 

 

 

 
 



【内容概要】 

今回は、7名の方々の被災当時から現在までの証言を、竹下景子氏が朗読します。各

概要は以下のとおりです。 

 

１．＜タイトル＞被災地からの SOS 〜遠野市の後方支援〜 （岩手県釜石市  佐々木励さ

んの証言） 

＜概要＞震災当時、大槌高校の教員だった妻の安否確認のため、内陸を回って大槌高校

に向かった。その際、大槌高校の校長から依頼され、遠野市役所に向かい、救援要請を伝え

た。この伝令により、遠野市の後方支援活動が開始した。遠野市では、東日本大震災以前か

ら、三陸沿岸の後方支援拠点整備の構想をまとめ、実際に訓練をしていた。平時からの準備

が、災害発生時に生かされた事例である。 

 

２．＜タイトル＞グリコはみんなの希望です （岩手県釜石市  佐々木絵梨子さんの証言） 

＜概要＞震災当時、大槌高校の教員として避難所運営に携わった。その後の妊娠、出産を

通じた生徒との交流について。 

 

３．＜タイトル＞未来への船出 （岩手県釜石市  洞口留伊さんの証言） 

＜概要＞震災時、釜石では子どもたちが率先して迅速に避難し、「釜石の奇跡」と称された。

当時、鵜住居小学校の3年生だったが、現在は大学1年生となり、慶應義塾大学で防災を学

んでいる。当時の記憶と、未来への思い。 

 

４．＜タイトル＞別れ道 （宮城県東松島市 木村惠子さんの証言） 

＜概要＞震災当時、病気だった夫と避難した様子、その後の別れと、解体した自宅への思い。

専業主婦だったが、パソコンスキルを買われ、サポートセンターの仕事に従事できた。今まで、

仕事があって救われたと振り返る。現在は、東松島市あおい地区会に勤務している。 

 

５．＜タイトル＞大堀相馬焼の未来を守る （福島県浪江町  大堀相馬焼松永窯 松永和夫

さんの証言） 

＜概要＞原発避難の様子と、伝統工芸である大堀相馬焼の未来への思い。 

 

６．＜タイトル＞火事場のバカぢから （宮城県多賀城市  木村英廣さんの証言） 

＜概要＞多賀城市を襲った津波で九死に一生を得た体験と、それにより得た教訓について。

地域コミュニティの大切さと災害への心の備えを、地域活動の主軸としていることにも触れる。 

 

７．＜タイトル＞泰寛に会いたい （宮城県石巻市  三條すみゑさんの証言） 

  ＜概要＞震災時、石巻市の大川地区で、津波により三男を亡くした。その時の様子、被

災地の状況について。 






